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放射線による被ばくの防止に係る補足説明資料 

【公開版】 

本資料は、【濃縮個別 07 R5】の改訂版（R6）である。改訂内容は以下のとおり。 

〇 申請対象設備の技術基準規則への適合要否を示す表については，「濃縮個別 05 設工認対象機器

の技術基準適合に係る整理表について」に統合する。 

〇第 4回申請において、今回申請する範囲と第 5回申請にて申請する範囲を明確にする。 

〇遠心機更新の申請において、事業変更許可申請書で示した評価結果が線量目標値を下回っている

こと及び施設全体の評価結果に対して遠心分離機からの影響が十分小さいことを明確にする。 

【濃縮個別 07 R5】からの改訂箇所を青字にて示す。 
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1. 概要 

本資料は、第 4回申請及び新型遠心機への更新等に係る申請の【放射線による被ばくの

防止に関する説明書】（以下「説明書」という。）において説明した事項に関して、申請内

容の妥当性、記載内容の根拠等について説明するものである。 

 

2. 申請対象と技術基準規則の関係 

本施設は、施設の特徴として、取り扱う核燃料物質（未照射のウラン）の放射能が比較

的低いため、遮蔽機能を有する設備等はない。 

ウランの取扱量が比較的多い設備を線源として設定して線量評価を行い、通常時におい

て本施設からの直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の線量が原子力規制委員会

の定める線量限度を十分下回ることを示す。 

 

3. 設工認申請書添付書類における変更内容に係る補足説明事項 

説明書での申請内容に関する補足説明を添付１に示す。 
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添付１ 

 

変更内容に係る補足説明事項について 
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第 4 回申請分 
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【第4回申請】 

設工認申請書 補足説明 備考 

1. 概要 

本資料は，「加工施設の技術基準に関する規則（以下「技術基準規則」という。）」第22条に基づき，放射線に

よる被ばくの防止について説明するものである。 

本資料では，事業変更許可申請書に示すとおり，本施設からの直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺

の線量が，原子力規制委員会の定める線量限度より十分下回ることについて説明するものである。 

詳細な計算方法及び計算条件並びに評価結果については，その他の線源の申請と合わせて次回に申請を行う。（注1） 

 

2. 基本方針 

本施設は，事業変更許可申請書に示すとおり，施設の特徴として，取り扱う核燃料物質（未照射ウラン）の放

射能が比較的低いことを踏まえ，周辺監視区域外の線量及び従事者の線量が，「核原料物質又は核燃料物質の製

錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を定める告示（平成27 年 8 月 31 日原子力規制委員会告示

第8号）」（以下「線量告示」という。）で定められた線量限度を超えないことはもとより，公衆の被ばく線量及

び従事者が立ち入る場所における線量を合理的に達成できる限り低くするための対策を講じる。 

本施設からの直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の線量が線量告示で定められた線量限度を十分

下回ることを線量評価により確認する。 

 

 

3. 貯蔵等に起因する一般公衆に対する外部放射線による線量評価 

事業変更許可申請書に示すように，本申請の変更内容（第1回～第5回申請）に加えて，事業変更許可申請書

で示したその他の変更内容（新型遠心機への更新等）を含めた本施設全体として直接線及びスカイシャイン線に

よる線量を評価した結果（注 3），本施設からの直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の線量（2×10-2 

mSv/y）は，「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針」において定める線量目標値（50 μSv/y

（＝5×10-2 mSv/y））以下である。本申請において，事業変更許可申請書で示した条件の変更はない。（注2） 

線量の評価においては，今回申請する設備・機器（2号発生槽，2号製品コールドトラップ等）を，線源の一

つとして設定し，建物の天井・壁厚さによる放射線の低減効果を考慮して評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）被ばく評価の詳細な計算方法、評価結果等を第5回申請にて示す旨を記載。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注2）事業変更許可申請書で示した評価条件に変更がないことを明確にする。 

 

（注3）直接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の線量評価（以下「被ばく評価」という。）に当た

っては、大量のウランを内包する機器を線源機器として設定し、機器の構成部材（鉄）、建屋（コンクリ

ート）及びウランの自己遮蔽効果を考慮して周辺監視区域境界における線量を評価している。 

事業変更許可申請書（2017年5月17日許可）では、「①新規制基準対応の追加安全対策」、「②使用を廃止

する設備の存置保管廃棄等」、「③新型遠心機更新等」の三つについて許可を取得している。 

このうち、①については、耐震補強等の工事を実施するが、被ばく評価に影響を与える工事の実施はな

い。 

②については、初期に建設したRE-1の設備・機器を存置の状態で保管廃棄し、核燃料物質の取り扱い

を行わないようにするが、被ばく評価上は、運転時と同じ量のウランを内部に保有するものとして保守的

に評価している。また、新たに建設するBウラン濃縮廃棄物建屋は、雑固体廃棄物を収納したドラム缶等

を保管廃棄するため、従来の被ばく評価同様に線源に設定していない。 

③については、遠心分離機の仕様が金属胴遠心機から新型遠心機に変更となる。遠心分離機で取り扱う

核燃料物質は、高真空のUF6ガスであるため、有意な線源とはならないことから、建設当初は線源機器に

設定していなかったが、経年的に金属とUF6が反応した付着ウランが金属胴遠心機内部表面に存在するた

め、その後の変更許認可では、線源機器に加えて被ばく評価を実施してきた。新型遠心機については、金

属から新素材に材質を変更し、付着ウラン（UF4）の生成を抑制しているが、一部の構成部品に金属を使用

していることから、一定量の付着ウラン（金属胴遠心機の付着ウラン量の約1/100）の生成があるものと

仮定して評価をしているが、評価点（排気口中心十六方位のNNE方向）における評価値1.8×10-2mSv/yに

対し、金属胴遠心機と新型遠心機の線量は評価結果に示すとおり1×10-4mSv/yオーダーのレベルのため、

評価点における線量評価値が大きく変わるほどの影響を与えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※青枠で示した箇所は、設工認申請書の記載の充実化、適正化を図る箇所を示す。 
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設工認申請書 補足説明 備考 

 

3.2． 線量評価結果 次回申請（注5） 

設備・機器の肉厚等の基本的構造については，今回の申請において示すが，詳細な計算方法及び計算条件並び

に評価結果については，その他の線源の申請と合わせて次回に申請を行う。 

 

 

 

（注5）次回申請する項目を明確にする。 

 

 
※青枠で示した箇所は、設工認申請書の記載の充実化、適正化を図る箇所を示す。 
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新型遠心機への更新等に係る申請分 
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